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野
　
副
　
伸
　
一

　 

ウ
ォ
ン
安
で
揺
れ
る
韓
国
経
済

　
筆
者
は
去
る
三
月
八
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
七
泊
八

日
、
韓
国
に
滞
在
し
た
。
こ
の
韓
国
訪
問
は
毎
年
三
月

に
行
っ
て
お
り
、
「
韓
国
の
政
治
・
経
済
・
外
交
の
定

点
・
定
時
観
測
」
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
十
一
回
目

に
当
た
る
。
今
回
の
狙
い
は
政
権
発
足
後
一
年
を
経
過

し
た
李
明
博
政
権
の
政
治
・
経
済
・
外
交
等
を
国
民
が

ど
う
見
て
い
る
の
か
、
何
が
問
題
な
の
か
、
深
ま
り
ゆ

く
韓
中
関
係
を
ど
う
見
る
か
等
に
つ
い
て
、
韓
国
側
の

専
門
家
と
意
見
交
換
を
し
て
理
解
を
深
め
る
と
共
に
、

大
田
に
あ
る
大
徳
研
究
開
発
特
区
を
訪
問
す
る
こ
と
に

あ
っ
た
。

　
１
、
日
本
人
観
光
客
で
溢
れ
る
明
洞

│  

二
〇
〇
九
年
三
月
の
現
地
調
査
報
告 

│

　
今
回
の
韓
国
訪
問
で
最
も
印
象
的
な
こ
と
は
、
ウ
ォ

ン
安
で
あ
る
。
仁
川
空
港
で
通
関
後
日
本
円
を
ウ
ォ
ン

に
換
え
た
が
、
交
換
レ
ー
ト
は
一
〇
〇
円
＝
一
四
九
〇

ウ
ォ
ン
で
あ
っ
た
。
一
年
前
の
三
月
十
七
日
の
交
換

レ
ー
ト
が
一
〇
〇
円
＝
一
〇
二
五
ウ
ォ
ン
で
あ
っ
た
の

で
、
ウ
ォ
ン
は
こ
の
一
年
間
で
四
五
・
四
％
も
安
く

な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
日
本
人
観
光
客
が

韓
国
に
殺
到
す
る
こ
と
に
な
る
。
ソ
ウ
ル
の
繁
華
街
明

洞
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
手
に
し
た
日
本
人
観
光
客
で
溢

れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
我
々
は
羽
田
│
金
浦
間
の
航

空
券
は
取
れ
ず
、
成
田
│
仁
川
間
を
往
復
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
外
国
人
観
光
客
に
と
っ
て
、
ウ
ォ
ン
安
の
メ
リ
ッ
ト

は
言
う
ま
で
も
無
く
物
価
の
安
さ
に
あ
る
。
幾
つ
か
簡

単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
我
々
が
泊
ま
っ
た
明
洞
の
老

舗
メ
ト
ロ
ホ
テ
ル
は
一
泊
朝
食
付
き
で
七
万
一
七
八
〇

ウ
ォ
ン
で
あ
っ
た
。
円
で
換
算
す
る
と
四
八
一
七
円
で

あ
る
。
ま
た
ソ
ウ
ル
に
到
着
し
た
晩
三
人
で
明
洞
で
一

杯
や
り
、
パ
ジ
ョ
ン
（
韓
国
式
お
好
み
焼
き
）
等
二
皿

を
肴
に
焼
酎
二
本
を
飲
み
、
三
人
と
も
石
焼
ビ
ビ
ン
パ

を
食
べ
た
。
一
人
当
た
り
で
九
七
三
円
で
あ
っ
た
。

　
外
国
人
観
光
客
に
と
っ
て
天
国
の
物
価
も
、
韓
国
人

　
　〈 
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２
、
何
故
ウ
ォ
ン
安
か

　
今
回
の
ウ
ォ
ン
安
に
つ
い
て
、
韓
国
人
に
は
不
満
が

多
い
。
一
〇
年
前
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
危
機
を
果
断
な
経
済
改
革

の
推
進
で
乗
り
切
っ
た
と
思
っ
て
い
る
韓
国
人
に
と
っ

て
、
大
幅
な
ウ
ォ
ン
安
の
進
行
は
理
解
し
に
く
い
。
今

　
　
３
、
意
外
と
少
な
い
失
業
者
数

　
景
気
の
悪
化
は
当
然
雇
用
問
題
を
深
刻
化
さ
せ
る
は

ず
で
あ
る
。
統
計
庁
は
三
月
十
七
日
、
二
月
の
就
業
者

が
一
年
前
よ
り
一
四
万
二
〇
〇
〇
人
減
り
、
失
業
者
は

九
二
万
四
〇
〇
〇
人
、
失
業
率
は
三
・
九
％
、
と
発
表

し
た
。
前
回
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
危
機
の
際
に
は
、
失
業
者
は
最

に
と
っ
て
は
全
く
逆
の
状
況
に
あ
る
。
物
価
高
が
国
民

を
苦
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
昨
年
（
〇
七
年
）
年

間
二
・
六
％
で
あ
っ
た
消
費
者
物
価
上
昇
率
は
、
昨
年

に
は
前
半
の
原
油
等
資
源
価
格
の
高
騰
、
後
半
の
急
激

な
ウ
ォ
ン
安
に
よ
る
輸
入
物
価
等
の
高
騰
で
、
通
年
で

四
・
七
％
の
上
昇
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
物
価
上
昇

に
景
気
悪
化
が
合
わ
さ
り
、
国
民
生
活
は
圧
迫
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
庶
民
レ
ベ
ル
で
は
、
九
七
、
八
年
の
経

済
危
機
（
韓
国
で
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
危
機
と
呼
ば
れ
て
い
る
）

よ
り
も
今
の
方
が
厳
し
い
と
の
声
も
聞
か
れ
た
。

　
勿
論
ウ
ォ
ン
安
は
マ
イ
ナ
ス
の
み
を
韓
国
経
済
に
与

え
る
の
で
は
な
い
。
大
幅
な
ウ
ォ
ン
安
は
韓
国
製
品
の

価
格
競
争
力
を
高
め
、
輸
出
増
加
に
貢
献
す
る
こ
と
に

な
る
。
世
界
金
融
危
機
の
影
響
で
世
界
経
済
が
冷
え

切
っ
て
い
る
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
韓
国
の
輸
出
も
不
振

を
免
れ
な
い
で
い
る
。
し
か
し
い
ず
れ
世
界
経
済
が
立

ち
直
れ
ば
、
韓
国
経
済
は
輸
出
増
加
を
通
じ
て
景
気
の

回
復
は
早
い
と
の
見
方
も
可
能
で
あ
る
。

　
ウ
ォ
ン
安
は
ま
た
輸
入
価
格
の
上
昇
を
意
味
す
る
。

韓
国
政
府
と
し
て
は
こ
の
機
会
に
日
本
に
大
き
く
依
存

し
て
い
る
部
品
素
材
の
国
産
代
替
化
を
図
り
た
い
考
え

で
あ
る
。
そ
の
た
め
政
府
は
一
〇
〇
億
ウ
ォ
ン
の
予
算

を
確
保
し
た
（
『
東
亜
日
報
』
三
月
七
日
）
と
い
う
。

回
の
現
地
調
査
で
得
た
情
報
や
資
料
等
を
総
合
し
て
み

る
と
、
次
の
よ
う
な
点
が
指
摘
で
き
る
。

　
第
一
に
、
輸
出
依
存
度
が
高
い
た
め
実
物
経
済
へ
の

打
撃
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
韓
国
の
輸
出
依
存
度
は

〇
八
年
で
三
八
％
で
あ
る
。
そ
の
た
め
金
融
危
機
│
欧

米
経
済
の
悪
化
│
輸
出
の
鈍
化
│
景
気
悪
化
│
将
来
へ

の
不
透
明
感
増
大
│
通
貨
の
下
落
で
あ
る
。
韓
国
の
輸

出
増
加
率
（
対
前
年
同
月
比
）
は
昨
年
一
〇
月
か
ら
急

激
に
減
少
し
、
十
一
月
か
ら
今
年
の
二
月
ま
で
二
桁
の

マ
イ
ナ
ス
を
記
録
し
続
け
て
い
る
。

　
第
二
に
、
短
期
外
債
比
率
等
が
大
き
く
、
外
貨
繰
り

が
厳
し
い
こ
と
で
あ
る
。
韓
国
は
海
外
か
ら
短
期
資
金

を
導
入
し
、
ロ
ー
ル
オ
ー
バ
ー
を
繰
り
返
す
こ
と
で
長

期
資
金
化
し
、
利
鞘
を
稼
ぐ
と
い
う
や
り
方
と
を
し
て

き
た
。
し
か
し
こ
の
や
り
方
は
韓
国
の
信
用
が
安
定
し

て
い
る
と
き
は
良
い
が
、
一
旦
信
用
不
安
が
生
ず
る
と

同
じ
や
り
方
は
利
か
な
く
な
る
。
前
回
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
危
機

の
時
も
そ
う
だ
っ
た
が
、
今
回
も
同
じ
状
況
に
直
面
し

て
い
る
よ
う
だ
。
短
期
外
債
比
率
に
止
ま
ら
ず
、
外
貨

準
備
の
う
ち
可
用
外
貨
の
比
率
や
対
外
債
務
の
う
ち
の

欧
州
系
銀
行
の
比
率
も
外
貨
繰
り
と
関
連
し
問
題
視
さ

れ
て
い
る
。

　
第
三
に
、
韓
国
政
府
の
対
応
の
ま
ず
さ
で
あ
る
。
韓

国
は
海
外
メ
デ
ィ
ア
や
国
際
機
関
の
韓
国
経
済
に
対
す

る
評
価
に
過
剰
反
応
す
る
嫌
い
が
あ
り
、
そ
れ
が
返
っ

て
韓
国
経
済
の
イ
メ
ー
ジ
を
悪
く
し
て
い
る
。
一
例
と

し
て
、「
今
年
満
期
が
来
る
外
債
の
外
貨
準
備
に
対
す

る
比
率
」
を
巡
る
英
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
誌
』
と
韓
国
政

府
の
対
立
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
韓
国
政
府
は
「
短
期

外
債
の
外
貨
準
備
高
に
対
す
る
比
率
は
七
五
％
で
あ

り
、
償
還
に
は
問
題
は
な
い
」
と
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

誌
』
が
挙
げ
た
一
〇
二
％
を
批
判
し
た
が
、『
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
誌
』
は
「
今
年
に
満
期
が
来
る
長
期
外
債
を
加

え
る
と
一
〇
二
％
で
あ
る
」
と
反
論
し
た
。
そ
れ
に
は

韓
国
政
府
は
再
反
論
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　

　
こ
れ
ら
の
要
因
が
合
わ
さ
っ
て
、
韓
国
経
済
の
外
貨

繰
り
に
対
す
る
不
安
が
高
ま
り
、
そ
れ
が
ウ
ォ
ン
安
を

も
た
ら
し
た
と
言
え
よ
う
。
韓
国
の
外
貨
繰
り
に
対
す

る
不
安
を
解
消
す
る
の
に
有
効
だ
っ
た
の
が
昨
年
一
〇

月
三
〇
日
の
韓
米
通
貨
ス
ワ
ッ
プ
協
定
の
締
結
で
あ

る
。
さ
ら
に
十
二
月
十
三
日
に
は
日
中
韓
三
国
首
脳
は

対
韓
通
貨
ス
ワ
ッ
プ
枠
の
拡
大
（
日
本
は
一
三
〇
億
ド

ル
か
ら
三
〇
〇
億
ド
ル
へ
、
中
国
は
四
〇
億
ド
ル
か
ら

三
〇
〇
億
ド
ル
へ
）
で
合
意
し
た
。
こ
の
合
意
は
ウ
ォ

ン
安
対
策
と
い
う
点
で
画
期
的
な
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
今
回
の
韓
国
滞
在
中
、
二
月
二
五
日
ソ
ウ
ル
で
開
催

さ
れ
た
日
韓
金
融
セ
ミ
ナ
ー
で
の
大
場
智
満
国
際
金
融

セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
発
言
に
つ
い
て
の
言
及
を
何
ヶ
所

か
で
聞
い
た
。
大
場
理
事
長
は
巷
間
に
流
布
さ
れ
る

「
三
月
危
機
説
」
を
一
蹴
す
る
と
共
に
「
日
本
の
対
韓

通
貨
ス
ワ
ッ
プ
枠
を
二
倍
ほ
ど
増
や
せ
る
」
と
発
言

し
、
韓
国
側
を
喜
ば
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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５
、
大
徳
研
究
開
発
特
区

　
　
４
、
評
価
分
か
れ
る
李
明
博
政
権

　
就
任
後
一
年
以
上
が
経
つ
李
明
博
政
権
を
国
民
は
ど

　
ソ
ウ
ル
か
ら
南
へ
Ｋ
Ｔ
Ｘ
（
韓
国
の
新
幹
線
）
で
五

〇
分
の
大
田
に
あ
る
大
徳
研
究
開
発
特
区
を
初
め
て
訪

問
し
た
。
七
〇
年
代
初
、
重
化
学
工
業
化
の
推
進
が
国

家
的
要
請
に
な
っ
て
い
た
折
、
朴
正
熙
大
統
領
の
指
示

で
構
想
さ
れ
、
七
三
年
末
に
大
徳
研
究
学
園
都
市
と
し

て
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
当
初
研
究
所
中
心
の
団
地
造
成

で
あ
っ
た
が
、
状
況
の
変
化
に
よ
り
名
前
も
何
度
か
変

わ
り
、
今
日
の
研
究
開
発
特
区
に
至
っ
て
い
る
。

　
我
々
は
大
徳
ネ
ッ
ト
の
李
石
鳳
Ｃ
Ｅ
Ｏ
か
ら
特
区
の

歴
史
、
現
状
、
問
題
点
等
を
解
説
し
て
も
ら
い
、
同
氏

の
案
内
で
特
区
に
あ
る
研
究
所
や
メ
ー
カ
ー
を
三
ヶ
所

見
て
回
っ
た
。
現
在
特
区
内
に
は
六
十
余
の
研
究
所
と

六
〇
〇
余
社
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
稼
動
し
、
二
万
人

が
働
い
て
い
る
。
「
日
本
の
筑
波
学
園
都
市
と
比
べ
、

三
〜
四
倍
の
起
業
数
を
誇
る
」
（
鈴
置
高
史
）
と
い

う
。
日
中
に
挟
ま
れ
た
韓
国
に
と
っ
て
、
押
し
つ
ぶ
さ

れ
な
い
た
め
に
も
独
自
技
術
や
製
品
の
開
発
が
不
可
欠

で
あ
り
、
急
務
で
あ
る
。
大
徳
が
先
端
技
術
の
揺
籃
地

と
し
て
、
そ
の
役
割
を
強
め
て
い
く
こ
と
が
今
後
ま
す

ま
す
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
（
の
ぞ
え
し
ん
い
ち
・
ア
ジ
ア
研
究
所
所
長
）

盛
時
に
は
一
七
八
万
に
ま
で
膨
ら
ん
で
い
た
。
今
回
発

表
さ
れ
た
失
業
者
が
意
外
と
少
な
い
の
は
、
大
企
業
が

前
回
の
よ
う
に
大
々
的
リ
ス
ト
ラ
を
や
る
必
要
が
無
い

こ
と
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な
ど
の
動
き
、
さ
ら
に

失
業
者
の
定
義
等
に
よ
る
。

　
失
業
者
を
出
来
る
だ
け
増
や
さ
な
い
工
夫
と
し
て
韓

国
で
も
ワ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
動
き
が
拡
大
し
て
い

る
。
政
府
は
先
ず
手
始
め
に
公
企
業
で
の
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
の
拡
大
を
図
り
、
そ
れ
が
民
間
企
業
に
拡
大

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
『
毎

日
経
済
新
聞
』
等
の
報
道
（
三
月
十
二
日
）
に
よ
る

と
、
四
大
グ
ル
ー
プ
の
今
年
の
大
卒
正
規
職
採
用
計
画

は
合
計
で
一
万
一
七
〇
〇
人
で
あ
る
が
、
そ
の
内
三
星

グ
ル
ー
プ
は
五
五
〇
〇
人
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
三
星

グ
ル
ー
プ
も
当
初
は
四
〇
〇
〇
人
の
採
用
計
画
で
あ
っ

た
が
、
「
社
会
的
要
請
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
年
俸

の
削
減
や
賃
金
凍
結
等
で
財
源
を
作
り
、
採
用
枠
を
拡

大
し
た
と
い
う
。
な
お
上
述
の
四
大
グ
ル
ー
プ
は
別
途

七
三
〇
〇
人
の
イ
ン
タ
ー
ン
の
採
用
も
計
画
し
て
い
る
。

　
な
お
、
失
業
者
の
数
が
意
外
と
少
な
い
の
は
失
業
者

の
定
義
が
「
求
職
活
動
を
し
て
い
て
職
に
就
け
な
か
っ

た
人
」
で
あ
る
た
め
、
求
職
活
動
を
放
棄
し
た
人
、
無

職
で
あ
る
人
等
は
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ

う
い
っ
た
「
事
実
上
の
失
業
者
」
を
含
め
る
と
、
二
月

の
失
業
者
は
三
四
六
万
人
に
も
達
し
、
そ
れ
で
計
算
す

る
と
失
業
率
は
一
気
に
一
四
・
六
％
に
も
な
る
。

う
見
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
経
済
の
建
て
直
し
を
期

待
さ
れ
て
当
選
し
た
に
も
拘
ら
ず
経
済
状
況
が
悪
い
の

で
当
然
批
判
が
強
い
か
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
筆
者
ら

が
会
っ
た
人
々
に
、
李
明
博
政
権
に
つ
い
て
の
評
価
を

聞
く
と
、
殆
ど
経
済
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
か
っ
た
。

経
済
の
悪
化
が
外
部
要
因
で
あ
る
と
の
認
識
が
強
か
っ

た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
李
明
博
政
権
の
評
価

は
、
お
の
ず
と
政
治
や
外
交
に
集
中
す
る
こ
と
に
な

る
。
肯
定
、
否
定
の
両
者
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

①
『
朝
鮮
日
報
』
の
政
治
漫
画
が
こ
の
と
こ
ろ
面
白
く

　
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
李
明
博
政
権
の
政
治
が

　
全
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
。

②
李
大
統
領
は
企
業
人
出
身
政
治
家
と
し
て
約
束
を
守

　
り
、
基
本
的
政
策
は
維
持
し
て
い
る
。
政
治
の
流
れ

　
を
左
か
ら
中
道
に
戻
す
に
は
時
間
が
か
か
る
が
、
今

　
の
韓
国
は
良
い
方
向
に
動
い
て
い
る
。

③
李
大
統
領
は
対
北
政
策
で
は
断
固
た
る
姿
勢
を
堅
持

　
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
北
は
挑
発
で
き
な
い
で
い

　
る
。
金
賢
姫
元
工
作
員
と
田
口
八
重
子
さ
ん
の
家
族

　
と
の
対
面
は
青
瓦
台
（
大
統
領
府
）
が
主
導
し
た
。

④
李
明
博
大
統
領
が
唯
一
褒
め
ら
れ
る
の
は
「
非
核
・

　
三
〇
〇
〇
」
を
堅
持
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
米
国

　
の
誰
か
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
可
能
性
が
強
い
。

⑤
李
明
博
政
権
は
対
北
政
策
で
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ

　
大
き
な
失
敗
は
な
い
。
し
か
し
理
念
的
確
信
が
弱
い

　
た
め
正
当
性
が
な
く
、
国
民
を
説
得
で
き
な
い
で
い

　
る
。
三
大
悪
で
あ
る
Ｍ
Ｂ
Ｃ
、
宗
教
界
、
民
労
総
を

　
是
正
し
よ
う
と
す
る
考
え
は
な
い
。

⑥
李
明
博
政
権
は
も
う
終
わ
り
で
あ
る
。
実
兄
の
李
相

　
得
が
盛
ん
に
「
社
会
的
和
合
」
を
言
う
。
こ
れ
は
左

　
翼
が
握
っ
た
ポ
ス
ト
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
と
い
う
こ

　
と
で
あ
る
。

⑦
次
回
の
大
統
領
選
挙
（
二
〇
一
二
年
）
に
は
与
党
候

　
補
と
し
て
金
文
秀
京
畿
道
知
事
が
出
て
こ
よ
う
。
彼

　
は
李
明
博
と
の
つ
な
が
り
は
な
く
、
金
大
中
と
つ
な

　
が
っ
て
い
る
。
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